
平成14年４月22日
原子力安全対策課
（１４－１５）
＜11時記者発表＞

原子力発電所（平成14年度）の運転・建設計画について

安全協定に基づき、各施設設置者から昨年度末に連絡を受けた平成14年度の運

転・建設計画は、以下のとおりである。

１．運転計画の概要 （図－１参照）

平成14年度県内原子力発電所（建設中の高速増殖原型炉もんじゅを除く）

14基の平均の設備利用率は約87％、時間稼働率は約90％である。*

*設備利用率の計算では、定格熱出力一定運転導入による発電量の増加分を加味している。

今年度に定期検査を開始もしくは終了するプラントは合計11基であり、発電

停止期間は、平均で約１.９ヶ月程度を予定しており、敦賀２号機では発電停止

期間が１ヶ月を切る工程を計画している。

また、県内発電所では、今年度から定格熱出力一定運転を順次導入していく

予定である。今年度に定期検査を計画している敦賀２号機、美浜１,２号機、大

飯２,３,４号機、高浜１,２,３号機については、定期検査の調整運転開始時か

ら、敦賀１号機は、今年度冬季を目途に準備が整い次第、定格熱出力一定運転

を導入することとしている。

２．建設計画の概要

高速増殖原型炉もんじゅの起動試験工程は、平成７年12月８日に発生した２

次主冷却系ナトリウム漏えい事故のため未定である。

なお、昨年９月から今年９月までの予定で、平成13、14年度設備点検を計画

的に実施している。

３．原子炉設置変更許可申請計画 （表－２参照）

原子炉等規制法に基づく「原子炉設置変更許可申請」については、次の内容

が計画されている。

表－２ 平成14年度原子炉設置変更許可申請

発電所名 対象号機 申 請 概 要

・使用済燃料輸送容器保管建屋の設置
高浜発電所 １～４号機

・使用済の樹脂の処理方法の変更

１～４号機 ・高燃焼度(55,000MWd/t)燃料の導入
大飯発電所

１，２号機 ・使用済の樹脂の処理方法の変更



（参考） 原子炉設置変更許可申請中の件名

発電所名 申 請 概 要

もんじゅ
(H13.6.6 ) ・ナトリウム漏えい対策等にかかる工事申請
(H13.12.13補正申請)

(H14. 4.12補正申請)

(現在、１次審査中)

４．主要設備の増・改造工事計画の概要 （表－３参照）

(1)日本原子力発電株式会社

敦賀１号機では、定期検査時の制御棒取替体数を削減し、放射性廃棄物発

生量を低減するため、前年度から今年度にかけて実施されている第27回定期

検査以降、長寿命化を図った制御棒に順次取替える予定である。

また、敦賀発電所では、雑固体減容処理設備設置工事を平成10年度から実

施しており、平成15年９月頃に設備を完成する予定である。

(2)核燃料サイクル開発機構

新型転換炉ふげん発電所では、原子力災害対策特別措置法に基づき、周辺

監視区域の境界付近にモニタリングポストを１基増設する。

(3)関西電力株式会社

・美浜１号機では、長期的な信頼性を十分に確保するため、バッフルフォーマ

ボルト全数の取り替えを行う予定である。

・高浜発電所では、固体廃棄物固型化処理建屋の建設工事を今年度４月から開

始し、完成は平成16年９月頃を予定している。

・高浜４号機では、ＢＮＦＬ製ＭＯＸ燃料集合体８体を英国に返送するための

準備として、燃料取扱装置の設置工事を行う予定である。

・高浜１号機では、復水器伝熱管からの海水漏えい未然防止のため、復水器伝

熱管をチタン化するとともに、２次系水質の向上の観点より、給水加熱器伝

熱管等をステンレス化する取替工事を予定している。また、大飯３号機でも

給水加熱器伝熱管の取替えを予定している。

５．燃料輸送計画の概要

(1)新燃料集合体 （表－４.１参照）

県内１１プラントに、合計５２４体の新燃料集合体が輸送される計画である。

(2)ＭＯＸ燃料集合体返送 （表－４.２参照）

・高浜４号機に保管されている、ＢＮＦＬ製ＭＯＸ燃料集合体８体について英

国への返送が計画されているが、返送に伴う準備が整い次第行うとしており、

現時点において輸送時期は確定していない。

(3)使用済燃料集合体 （表－５.１、５.２参照）

県内６プラントにおいて、合計３０２体の輸送が計画されている。

また､大飯４号機において先行照射されていた高燃焼度燃料(55,000MWd/t)

については、照射後試験を行うため、燃料集合体から燃料棒２５本を抜き出



し試験施設へ輸送することが計画されている。

６．低レベル放射性固体廃棄物輸送計画の概要 （表－６参照）

美浜発電所、大飯発電所において、合計２，９３６本の低レベル放射性固

体廃棄物(充てん固化体)を日本原燃株式会社六ヶ所低レベル放射性廃棄物埋

設センターへ輸送することが計画されている。



図－１ 平成14年度運転計画概要図

運 転 概 要 図 平 成 14 年 度
(H14)４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 (H15)１ ２ ３ 時間稼働率 設備利用率

*1 第27回定期検査
敦賀１号機 ９５％ ９１ ％

第12回定期検査*2
敦賀２号機 ９２ ％ ９０ ％

第17回定期検査 平成14年度計画停止
ふ げ ん ８９ ％ ８８ ％

*2
美浜１号機 第19回定期検査 ７７ ％ ７５ ％

*2
美浜２号機 第20回定期検査 ８８ ％ ８６ ％

美浜３号機 １００ ％ ９６ ％

大飯１号機 １００ ％ ９６ ％

*2
大飯２号機 第17回定期検査 ８３ ％ ８０ ％

*2
大飯３号機 第９回定期検査 ８５ ％ ８２ ％

第７回定期検査*2
大飯４号機 ９６ ％ ９３ ％

*2
高浜１号機 第21回定期検査 ７６ ％ ７４ ％

*2
高浜２号機 第20回定期検査 ８７ ％ ８７ ％

*2
高浜３号機 第14回定期検査 ８５ ％ ８３ ％

高浜４号機 １００ ％ ９６ ％

凡例： 運 転 期 間 運 転 停 止 期 間 県 内 平 均 ９０ ％ ８７ ％
注）運転期間は、調整運転を含む。

*1:敦賀1号機では、平成14年度冬季を目途に定格熱出力一定運転を導入する予定である。
*2:定期検査の調整運転開始から定格熱出力一定運転を導入する予定である。



表－３ 平成1４年度主要設備の増・改造工事

（１）日本原子力発電株式会社

敦 賀
工 事 件 名 工 事 概 要

１号機 ２号機

定期検査時の制御棒取替体数を削減し、放射性廃棄物発生量を低減するため、長寿
制御棒取替工事 ◎ －

命化を図った制御棒に取替える。

雑固体減容処理設備 雑固体廃棄物および１号機で発生する復水脱塩装置使用済樹脂等を減容処理するた
◎

設置工事 め、１号および２号機共用の雑固体減容処理設備を設置する。

定期検査時に周辺防護区域内へ入域する工事車両の混雑緩和のため、出入管理所を
出入管理所増設工事 ○

増設する。

定期検査時における資材置き場や発電所正面付近の道路の渋滞緩和のため、１号機
多目的架台設置工事 ○

取水路上部に多目的架台を設置する。

＜凡例＞ ○：今年度予定工事 ◎：前年度から工事中

（２）核燃料サイクル開発機構

工 事 件 名 ふげん もんじゅ 工 事 概 要

モニタリングポスト 原子力災害対策特別措置法に基づき、ふげん発電所の周辺監視区域の境界付近に
○ －

増設工事 モニタリングポストを１基増設する。



（３）関西電力株式会社

美浜発電所 大飯発電所 高浜発電所

工 事 件 名 工 事 概 要

１号機 ２号機 ３号機 １号機 ２号機 ３号機 ４号機 １号機 ２号機 ３号機 ４号機

原子炉冷却系統設備 海外不具合の予防策として、計画的に耐腐食性が良
● △ △ ● ● － － ○ ○ － －

小口径配管他取替工事 い材料に取替えるとともに溶接方法の改善を図る。

炉内構造物ﾊﾞｯﾌﾙﾌｫｰﾏ 海外不具合の反映として、バッフルフォーマボルト
○ ● － － － － － － － － －

ﾎﾞﾙﾄ取替工事 全数を材質等を改良したものに取替える。

充てん配管継手部他 自主点検範囲を縮小し、被ばく低減を図るため、継
○ － － － － － － － － － －

取替工事 手部溶接方法の改善を図る。

ＭＯＸ新燃料返送用 ＭＯＸ新燃料返送に伴う準備として、輸送容器に収
－ － － － － － － － － － ○

取扱装置設置工事 納する取扱装置を設置する。

海水淡水化装置
－ － － ◎ 従来の海水淡水化装置に加え、２基増設する。

設置工事

固体廃棄物固型化処理 雑固体廃棄物（金属・フィルタ等の不燃物）を固型
● ● ○

建屋設置工事 化処理するための設備を備えた建屋を設置する。

炉内計装筒管台 １次系水質環境下における応力腐食割れの予防保全
○ ● △ ● ○ － － ○ △ － － 対策として､炉内計装筒管台の内表面にｳｫｰﾀｼﾞｪｯﾄﾋﾟ

予防保全対策工事 ｰﾆﾝｸﾞを施工し、残留応力の低減を図る。

２次系熱交換器他 ２次系水質の向上及び、復水器伝熱管からの海水漏
－ － △ △ △ ○ △ ○ △ △ △ えい未然防止のため、計画的に給水加熱器伝熱管は

取替工事 ｽﾃﾝﾚｽへ取替え、復水器伝熱管はﾁﾀﾝへ取り替える。

＜凡例＞ ○：今年度予定工事 ◎：前年度から工事中 △：工事計画あり ●：実施済



表－４.１ 平成14年度新燃料集合体輸送計画

発 電 所 体数 輸送時期 輸 送 元 備 考

㈱ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ﾆｭｰｸﾘｱ･ﾌｭｴﾙ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ敦賀１号機 ６８ 第４四半期

平成14年4月輸送完了敦賀２号機 ８ 第１四半期 原子燃料工業㈱

熊取事業所

ＭＯＸ燃料ふげん ２４ 第２四半期 核燃料ｻｲｸﾙ開発機構

東海事業所

美浜１号機 ３２ 第１四半期 三菱原子燃料㈱

美浜３号機 第３四半期 原子燃料工業㈱４０
熊取事業所

大飯１号機 ６８ 第４四半期 三菱原子燃料㈱

大飯２号機 第２四半期 三菱原子燃料㈱１６
３６ 第２四半期 原子燃料工業㈱

熊取事業所

大飯３号機 ７２ 第３四半期 三菱原子燃料㈱

高浜１号機 ４８ 第３四半期 三菱原子燃料㈱

高浜３号機 １２ 第１四半期 三菱原子燃料㈱

４４ 第１四半期 原子燃料工業㈱

熊取事業所

高浜４号機 ８ 第３四半期 三菱原子燃料㈱

４８ 第３四半期 原子燃料工業㈱

熊取事業所

合 計 ５２４

注）輸送体数、時期は変更することがある。

表－４.２ 平成14年度新燃料集合体返送計画（高浜発電所４号機ＭＯＸ燃料返送）

発 電 所 体数 輸送時期 輸 送 先 備 考

高浜４号機 ８ 未定 ＢＮＦＬ（英国原子燃料 ＭＯＸ燃料

会社）

注）返送に伴う準備が整った段階で輸送時期が決定される予定。



表－５.１ 平成14年度使用済燃料集合体輸送計画

発 電 所 体数 燃料種類 目的 輸送先 輸送完了

時期

敦賀１号機 ３６ ウラン燃料 再処理 日本原燃㈱ 第３四半期

六ヶ所再処理工場

敦賀２号機 ２８ ウラン燃料 再処理 日本原燃㈱ 第１四半期

六ヶ所再処理工場

ふげん ３４ ＭＯＸ燃料 再処理 核燃料ｻｲｸﾙ開発機構 第１四半期

東海事業所

３４ ＭＯＸ燃料 再処理 核燃料ｻｲｸﾙ開発機構 第３四半期

東海事業所

美浜１号機 ３０ ウラン燃料 再処理 日本原燃㈱ 第３四半期

六ヶ所再処理工場

高浜１号機 ８４ ウラン燃料 再処理 日本原燃㈱ 平成14年4月

六ヶ所再処理工場 輸送完了

２８ ウラン燃料 再処理 日本原燃㈱ 第２四半期

六ヶ所再処理工場

高浜２号機 ２８ ウラン燃料 再処理 日本原燃㈱ 第２四半期

六ヶ所再処理工場

３０２合 計

注）輸送体数、時期は変更することがある。

表－５.２ 平成14年度使用済燃料棒輸送計画

発 電 所 本数 燃料種類 目的 輸送先 輸送完了

時期

大飯４号機 ２５ ウラン燃料 日本原子力研究所 第３四半期照射後試験

東海研究所(55,000MWd/t
ﾆｭｰｸﾘｱ･ﾃﾞﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ㈱高燃焼度先行照射燃料）

注）照射後試験とは、開発した高燃焼度燃料の特性の確認を行うものであり、外

観観察や寸法測定、破壊検査等を実施する予定である。

表－６ 平成14年度低レベル放射性固体廃棄物搬出計画

発 電 所 輸送本数 輸送時期輸送先
美浜発電所 １，４４０ 日本原燃㈱六ヶ所低レベル 平成14年11月

放射性廃棄物埋設センター(充てん固化体)

大飯発電所 １，４９６ 日本原燃㈱六ヶ所低レベル 平成14年９月

放射性廃棄物埋設センター(充てん固化体)

注）輸送体数、時期は変更することがある。




